
●
奥
田

小
学
校
再
編
で

は
、
保
育
所
統
合
と
の
整

合
性
の
な
さ
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
説
明
会
で
中
学

校
の
今
後
に
つ
い
て
も
発

言
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

混
乱
の
起
き
な
い
進
め
方

が
望
ま
れ
る
。
支
所
は
有

効
に
活
用
し
充
実
す
る
旨

を
聞
い
て
い
る
が
、
行
政

不
信
と
な
ら
な
い
よ
う
進

め
る
べ
き
だ
。

■
町
長

持
続
可
能
な
町

づ
く
り
の
実
現
に
む
け
て

保
育
所
及
び
小
学
校
、そ

し
て
消
防
団
組
織
の
再
編

に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
町
民
や
関
係

者
の
方
々
に

不
安
や
不
信

を
与
え
な
い

よ
う
考
え
方

を
説
明
し
、

意
見
を
し
っ

か
り
受
け
止

め
る
所
存
で

あ
る
。
合
併

協
定
は
尊
重

す
る
が
効
果

の
な
い
も
の

は
見
直
し
、

公
約
し
て
い

る
政
策
の
た

め
に
具
体
的
な
作
戦
を
行

う
。

●
奥
田

自
治
セ
ン
タ
ー

の
中
に
は
取
り
組
み
の
進

め
方
に
差
異
が
あ
り
、
指

定
管
理
移
行
に
難
色
を
示

さ
れ
て
い
る
と
も
聞
く
。

指
定
管
理
を
し
て
良
い

施
設
と
そ
う
で
な
い
施
設

が
あ
る
。
如
何
に
構
想
し

て
い
る
の
か
。

過
疎
地
域
に
新
た
な
生

活
交
通
シ
ス
テ
ム
支
援
事

業
は
。
無
医
地
区
解
消
の

手
だ
て
に
な
ら
な
い
か
。

■
町
長

自
治
セ
ン
タ
ー

は
収
益
性
に
乏
し
い
と
認

識
し
て
お
り
、
選
定
と
管

理
料
の
算
出
は
別
の
扱
い

が
必
要
で
あ
る
。
県
事
業

の
過
疎
地
域
交
通
シ
ス
テ

ム
は
町
外
へ
の
運
行
を
可

能
と
し
、
デ
マ
ン
ド
交
通

を
補
完
す
る
も
の
と
着
目

し
て
い
る
。
現
在
２
地
域

に
打
診
し
て
い
る
。

●
豊
田

小
規
模
校
に
は

優
れ
た
教
育
を
施
し
て
い

る
面
が
あ
る
。
大
規
模
校

に
優
れ
た
面
が
多
い
な
ら

科
学
的
な
デ
ー
タ
を
出
す

べ
き
だ
。

仮
に
よ
い
面
ば
か
り
と

し
て
も
住
民
合
意
の
な
い

ま
ま
統
合
を
強
引
に
進
め

る
べ
き
で
な
い
。

■
町
長

各
地
域
で
説
明

会
を
し
て
一
定
の
理
解
を

得
た
。
今
後
条
件
整
備
に

意
見
の
反
映
を
す
べ
く
検

討
し
た
い
。

●
豊
田

町
長
が
地
主
を

相
手
に
起
こ
し
た
仮
処
分

申
請
で
敗
訴
し
、
地
主
が

起
こ
し
た
本
訴
で
も
敗
訴

し
た
。
こ
れ
ら
の
裁
判
で

町
は
何
を
得
た
の
か
。
反

省
し
、
今
後
控
訴
す
べ
き

で
な
い
。

■
町
長

却
下
で
も｢

占

有
権｣

な
ど
を
得
た
。
控

訴
せ
ず
判
決
に
従
う
。
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控
訴
せ
ず

判
決
に
従
う

ど
う
な
っ
た

裁
判
の
結
果

A � 豊田 勲議員

条
件
整
備
は
検
討
・
協
議
し
た
い

住
民
合
意
の
な
い
学
校
統
合
す
る
な

A �
奥田正和議員

理
解
・
協
力
が
必
要
不
可
欠

将
来
を
見
越
し
た
政
策
展
開
か

A �
●
豊
田

町
内
の
数
カ
所

に
ト
ン
バ
ッ
ク
詰
め
の
物

が
野
積
み
さ
れ
て
い
る
。

地
元
住
民
は｢

何
が
入
っ

て
い
る
の
か
気
持
ち
悪
い
、

公
害
に
な
る｣

と
不
安
の

声
が
増
し
て
い
る
。
町
は

臭
気
・
水
質
・
土
壌
汚
染

防
止
等
の
対
策
を
強
化
す

べ
き
で
あ
る
。

■
町
長

有
機
肥
料
で
町

内
に
５
カ
所
野
積
み
。
長

年
野
積
み
す
る
と
袋
が
破

れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
Ｕ
Ｖ

カ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
被
覆
を

要
請
。
水
質
汚
濁
や
悪
臭

防
止
の
た
め
会
社
を
指
導

し
た
い
。

水
質
汚
濁
や
悪
臭
防
止
を
指
導
す
る

野
積
み
の
物
資
は
公
害
の
心
配

は
な
い
か

A �
被覆された野積み肥料

運
営
の
権
限

を
地
区
に

地
域
の
自
治

組
織
へ
の
期
待

A �有効活用を望む



●
能
登

尾
道
松
江
線
の

一
部
供
用
開
始
を
間
近
に

し
て
い
る
。
こ
の
路
線
の

活
用
は
、
町
政
発
展
の
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え

る
。積

極
的
な
構
想
と
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。
世
羅
町

の
活
性
化
に
ど
う
つ
な
げ

る
の
か
。

■
町
長

尾
道
松
江
線
だ

け
で
な
く
、
広
島
中
央
フ

ラ
イ
ト
ロ
ー
ド
を
含
め
、

高
速
交
通
網
を
活
か
し
き

る
構
想
の
具
体
化
を
図
り

た
い
。

■
企
画
情
報
課
長

高
速

道
路
と
イ
ン
タ
ー
周
辺
の

活
力
や
活
性
化
な
ど
の
調

査
研
究
の
事
業
導
入
を
国

交
省
に
提
案
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
可
能
性
を
探

る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致

の
情
報
収
集
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
付

近
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、

課
題
を
整
理
し
、
で
き
る

だ
け
早
く
調
査
に
入
り
た

い
。
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一部供用開始間近の尾道松江線

●
中
村

小
学
校
統
合
に

伴
う
施
設
整
備
に
つ
い
て

町
民
は
大
変
不
安
を
持
っ

て
い
る
。

改
築
、
改
修
工
事
と
財

源
の
内
訳
は
ど
う
か
。

■
教
育
長

統
合
準
備
委

員
会
を
組
織
し
て
、
８
月

末
に
結
果
が
出
る
耐
震
診

査
を
も
と
に
施
設
整
備
の

具
体
的
な
内
容
の
検
討
を

行
い
、
今
年
度
中
に
実
施

設
計
を
作
成
し
、
Ｈ
22
年

度
に
工
事
を
実
施
す
る
。

財
源
内
訳
は
国
の
補
助

金
と
起
債
の
充
当
で
対
応

し
て
い
く
。

能登哲夫議員

高
速
交
通
網
構
想
を
図
る

尾
道
松
江
線
の
活
用
策
は

A �
中村幸雄議員

補
助
金
と
借
入
金
で

学
校
施
設
整
備
の
財
源
は

A �
●
中
村

ふ
る
さ
と｢

せ

ら｣

の
地
域
資
源
を
活
か

し
、
自
然
体
験
活
動
な
ど

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
教

育
と
は
具
体
的
に
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

は
ど
の
よ
う
に
継
承
す
る

の
か
。

■
教
育
長

学
校
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
ふ
る
さ

と
学
習
を
推
進
す
る
。
統

合
に
よ
り
小
学
校
、
中
学

校
の
連
携
を
よ
り
一
層
進

め
る
。

｢

特
色
あ
る
学
校
づ
く

り｣

事
業
は
統
合
後
も
実

施
す
る
基
本
方
針
で
望
む
。

●
中
村

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
利
用
を
６
年
生
ま

で
拡
大
し
、
世
羅
町
の
負

担
を
独
自
に
増
額
す
る
考

え
は
な
い
か
。

■
教
育
長

次
世
代
教
育

支
援
の
観
点
か
ら
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
と
連
携
す

る
た
め
に
、
６
年
生
ま
で

の
拡
大
は
検
討
す
る
。

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
補
助
金
に
よ
る
も
の
で
、

現
況
実
施
を
考
え
て
い
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
Ｈ

23
年
度
統
合
に
合
わ
せ
て

予
定
。

新
学
習
指
導

要
領
で

統
合
後
の

教
育
方
針
は

A �
生き生き 放課後児童クラブ

６
年
生
ま
で

を
検
討
す
る

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の

充
実
を

A �



●
福
田
義

町
の
特
徴
は

豊
富
な
自
然
、
農
業
を
基

に
梨
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
果

樹
栽
培
が
盛
ん
。
町
長
が

掲
げ
る
、
町
全
体
が
農
村

公
園
。
春
か
ら
秋
に
か
け

て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

県
内
外
か
ら
脚
光
を
浴
び

て
き
た
が
、
ど
の
農
園
も

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
さ
れ
て

い
る
。
行
政
的
援
助
が
必

要
で
は
な
い
か
。

し
だ
れ
桜
の
ふ
れ
あ
い

の
里
は
閉
園
し
、
せ
ら
に

し
旅
行
村
は

休
村
さ
れ
た
、

町
の
観
光
資

源
と
し
て
大

切
な
施
設
。

資
金
を
投
入

し
て
で
も
再

建
す
べ
き
で

は
。
ま
た
ク

ア
パ
ル
ク
あ

っ
て
の
旅
行

村
と
思
う
が
。

■
町
長

今

年
の
連
休
の

入
り
込
み
客

は
、
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、

客
単
価
が
減

少
し
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。

効
果
的
な
告

知
と
情
報
発

信
を
行
い
継

続
的
に
誘
客

に
勤
め
る
。

ク
ア
パ
ル

ク
は
、
検
討

中
で
あ
る
が
、

採
算
性
が
重

視
さ
れ
る
。

●
西
田

Ｈ
21
年
度
補
正

予
算
は
、
経
済
危
機
対
策

の
裏
付
け
予
算
で
、
地
方

に
財
源
措
置
さ
れ
る
。

例
え
ば
、｢

ス
ク
ー
ル

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想｣

学
校
施
設
の
耐
震
・
エ
コ
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
で
あ
り
、

ほ
ぼ
１
０
０
％
国
費
で
財

源
が
決
め
ら
れ
る
。

本
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
る
。

■
町
長

各
課
か
ら
63
事

業
の
提
案
を
受
け
、
地
域

経
済
の
再
生
、
町
民
の
安

全
の
確
保
、
脱
温
暖
化
対

策
な
ど
事
業
実
施
計
画
を

作
成
中
、
実
施
を
通
し
活

性
化
を
図
る
。
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西田美喜男議員

実
施
を
通
し
活
性
化
図
る

政
府
の
経
済
危
機
対
策
の
活
用
を

A �
●
福
田
義

合
併
し
て
以

降
、
職
場
環
境
の
変
化
や

仕
事
内
容
に
よ
っ
て
、
病

気
療
養
者
が
後
を
た
た
な

い
。
職
場
の
労
働
安
全
衛

生
の
取
り
組
み
と
、
再
発

防
止
へ
の
取
組
を
問
う
。

支
所
は
、
職
員
数
も
年
々

縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
住

民
に
直
結
し
た
支
所
機
能

を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
町
長

毎
月
労
働
安
全

衛
生
委
員
会
を
開
催
し
て

課
題
に
対
処
し
て
き
た
。

講
演
会
や
水
曜
日
一
斉

退
庁
や
、｢

休
職
職
員
支

援
制
度
要
綱

(

略)｣

メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
配
布
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
支
所
職
員
に
負
担

が
か
か
っ
て
い
る
と
は
思

わ
な
い
。

香山ラベンダーの丘

福田義人議員

世
羅
の
花
観
光
の
状
況
は

連
休
中
の
入
り
込
み
客
は
増

A �
毎
月
課
題
に
対
処

職
場
の
労
働
安
全
衛
生
は

A �
地域活性化などのアイデア検討中

世羅ゆり園



●
西
田

本
町
に
５
億
１

０
０
万
円
が
交
付
の
予
定

で
、
新
し
い
事
業
を
実
施

計
画
し
な
い
と
交
付
さ
れ

な
い
。

事
業
例
は
①
地
球
温
暖

化
対
策
②
少
子
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
③
安
全
安
心

の
社
会
の
実
現
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
実
施
計
画
の
策

定
に
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

■
町
長

新
規
事
業
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
経
済

対
策
に
各
種
交
付
金
の
有

効
な
充
当
を
検
討
段
階
で

早
急
に
国
へ
申
請
す
る
。

●
西
田

拡
充
さ
れ
る
基

金｢

緊
急
雇
用
創
出
事
業

基
金｣

な
ど
５
基
金
、
新

設｢

地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金｣

な
ど
９

基
金
、
計
14
基
金
。

創
出
理
由
は
実
施
事
業

が
複
数
年
度
で
、
基
金
の

活
用
は
自
治
体
の
意
欲
に

よ
る
。
本
町
も
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
積
極
的
に
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。

■
町
長

地
方
関
係
の
基

金
事
業
は
、
県
・
国
の
事

業
要
望
情
報
を
企
画
情
報

課
で
取
り
ま
と
め
、
地
域

活
性
化
・
経
済
対
策
で
事

業
推
進
を
検
討
す
る
。

【
休
載
の
お
知
ら
せ
】

●
安
佐
長
秀
議
員
は｢

本

人
の
都
合｣

で
原
稿
の
提

出
が
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
項
目
の
記
載
に
と

ど
め
、
内
容
は
休
載
と
し

ま
す
。

(

質
問
項
目)

１

当
町
の
職
員
の
組
織

に
於
け
る
業
務
管
理
、

能
力
的
管
理
の
点
検
と

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
行

政
組
織
の
考
え
と
職
員

教
育
と
人
事
に
対
し
て
。

２

せ
ら
に
し
青
少
年
旅

行
村
、
ク
ア
パ
ル
ク
せ

ら
に
し
休
園
中
に
つ
い

て
。

３

開
か
れ
た
自
治
体
に

つ
い
て
。
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早
急
に
国
へ
申
請
す
る

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

交
付
金
の
活
用
を

A �
事
業
推
進
を

図
る

各
種
基
金
の

設
置
と
活
用
を

A �
安佐長秀議員

■
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
大
田
地
区
の
水
路
を
改
良
し
て
ほ
し
い
。

大
田
地
区
振
興
会
連
絡
協
議
会

会
長

實
川

瀧
雄

大
田
町
振
興
会

会
長

開
谷

陸
男

栄
町

振
興
会

会
長

安
佐

義
和

昭
和
町
振
興
会

会
長

升
本

正
明

(

賛
成
15
反
対
０)

◎
野
積
み
に
さ
れ
た
発
酵
堆
肥
を
撤
去
し
て
ほ
し
い
。

小
世
良
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長

末
盛

守

(

賛
成
15
反
対
０)

■
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
小
規
模
校
再
生
の
道
を
探
っ
て
ほ
し
い
。(

も
っ
と
時
間

を
か
け
て
議
論
を)

宇
津
戸
小
学
校
残
そ
う
会

会
長

峠

幸
雄

宇
津
戸
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

新
家

真
司

(

賛
成
２
反
対
13)

◎
最
低
賃
金
引
き
上
げ
・
公
契
約
条
例
制
定
を
求
め
る
意
見

書
を
政
府
に
出
し
て
ほ
し
い
。

広
島
県
労
働
組
合
連
合

議
長

尾
野

進

パ
ー
ト･

臨
時･

嘱
託
労
組
連
合
会

会
長

大
内

理
枝

(

賛
成
２
反
対
13)

甲山中学１・３年生ボランティア活動 街を美しく！

一
般
質
問
投
稿
ル
ー
ル

※
一
般
質
問
欄
は
質
問
者
が
、
質
問
と
回
答

を
約
４
５
０
字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の
。
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